


 国家公務員一般職試験の内容の簡単な説明

試験区分には、専門科目による区分が存在します。また、試験は大きく2つに分けら
れ、「一次試験（マーク式試験＋記述式試験）」、「二次試験（人物試験）」がありま
す。これらの筆記試験の過去問は人事院に請求することで入手できます。

※2020年度の試験では、試験日程が例年と異なっています。内定者の体験記について
は、これらを踏まえた上で参考にして頂ければと思います。
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基礎能力試験
いわゆる教養試験で、全問必須解答の40題です。問題は多岐に渡っており、国語力や英

語力、頭の柔らかさ、知識力などが試されます。マーク式です。

専門試験（多肢選択式）
マーク式で、必須問題と選択問題とに分かれており、40題です。大学、大学院の試験や

入試が選択式になっているようなイメージです。選択する専門区分によって形式が異なる
のでよく確認が必要です。ここの配点が高いので頑張りましょう。

専門試験（記述式）
選択した専門分野で出題されたテーマに対し、社会的な問題等を織り交ぜてA4用紙1枚

に自分の意見を論ずる論述問題です。時間は1時間です。集中力の維持と短時間での記述
能力が大事になると思います。

これら3つの試験はすべて同日に行うので、長丁場の体力勝負はここから始まっているよ
うに思います。
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上記の1次試験に合格後、2次試験へと進みます。

人事院面接
当日までに面接カードを記入して、基本的にその内容に沿って質問される個人面接で

す。面接時間はおおよそ 10～20 分程度で、面接官は 3 人（人事院の方と各省庁の現役の
方らしい）です。基本的にこの面接カードに沿って質問されますので書いた内容をよく頭
に入れておくとよいと思います。
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